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静岡県伊豆半島の主峰天城山について,古 くより多 くの文献を見る。とくに詳しく正確であるものは秋山

富南著萩原氏増訂の豆州志稿であろう。同書の天城山の項に,「往昔狩野山と呼ぶ。あんずるに天城の山は甘

木の義にして山中多 く土常山(筆者註,ア マギアマチャ)を産するより起れるならん。全山樹木うっそう、頗

る良材に富む…」とあり,古 く鎌倉時代から天城山の良材で舟を作ったと伝えられている。マツ,スギ,モ

ミ,ケヤキ,ツガ, ヒノキ,カ ヤが天城七木と称して良材とされた。或はまた,スギ, ヒノキ,マ ツ,ケ ヤ

キ, クス, カシ,カ ヤ,モ ミ, ツガの九木を公用樹に指定して一般の伐採を禁じたという。

天城山は江戸時代には宝暦 9年 (1759年)か ら徳りII氏 の所領として代官江り|1太郎左衛門が之を管理した。

明治維新に入つて海軍造艦材の伐採の所となった事で知られ,明治 7年内務省,明治14年農商務省,明治22

年御料地に編入された。昭和2年国有林に移された。徳り|1氏所領時代には伐採跡へは代りに御ネL杉 として杉

が植樹され保存された。御礼杉は大戦時に大方切られて,今は河津,西伊豆側に少数残っている。

2天 城 山 の 地 理 一 般

伊豆半島は面積 1,430平方キロ,大部分は山地で,平野は狩野り|1流域に僅か開けているのみである。馬蹄

形に内側を北に向けて天城山脈がある。東側を東天城といつて主峯の天城山で最高点は標高 1,406.8π,西

側を西天城といって東よりやや低い。そのうちで国有林は尾根すじを中心に奥の高い所を占め,国有林の面

積は約15,530滋 である。しかしここに天城山と称して取 り扱って見たい地域は東は伊東市大室山,鹿路庭

峠,矢筈山 (810″a),遠笠山 (1,197222),万 二郎岳 (1,300772),万 三郎岳 (1,4“ .8′ ″),自 田嶋 八丁池,

天城峠に至る東天城山脈。南は猿山 (999.82),長九郎山 (996′ π)ま での南天城山脈。西は天城峠から旧

天城峠,滑沢峠,ツゲ峰,猫越峠,宇久須峠,棚場山 (758′″)に連なる西天城山脈の一帯で,北側の狩野

川水源地帯では中伊豆町原保,湯ケ島町湯ケ島まで,南は河津町梨本,松崎町池代,西伊豆町自川および大

沢里を結ぶ線ぐらいと考える。この広義の天城山域で低山地帯は概ね民有地である。

地形,地質,地史および気候については他に多 くの文献に詳しいので省略する。一口にいえば,第二期中

新世に海底に噴出した基底の上に,洪積世に入つて活発に活動した天城火山及び之に並ぶ火山の噴出による

もので,今は死火山となり,谷の浸蝕も進み,最後に多数の寄生火山,た とえば大室山,矢筈山,鉢山,鉢

窪山なども活動が止み,一部に軽石沢の如 く軽石の熔岩流もある。

気候は一口にいえば暖い所で高知県,和歌山県と大体似たような所である。冬は割合に暖かく,近海地は

雪を見なく,夏はやや涼しい。しかし夏期の雨量は天城主峰を中心に著しく多い。

3植 生 の あ ら ま し

伊豆半島の植生は大体三地域に分かれる。一は海岸地方であるが、ここでは天城山に関係がないので省く

ことにする。二は低山地の暖帯林で,主 としてシイーカシ帯ともいえる。三は山の上部でブナを主木とする

温帯である。暖帯と温帯との境界は天城山脈の尾根の外洋面と内側(狩野川の水源地帯)と では大差がある。

:こめ
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外側ではブナ帯は800′ ,ι以上,所により900′
'2以

上に発生する。天城山ではないが,その北の続きの山の日

金山では800″ιに暖地性常緑低木のツルグミを見た。また達磨山では沿岸性の暖帯植物で常緑木のウバメガ

シが 800′ ,,ま で上る。天城峠の外側二次林でヒサカキ群落が 8007'ι に達する。

しかし内側では700772あ たりまでブナ帯が低下し,場所によつては600,,ι までヒメシャラ,アマギツツジ,

ヒノキ,シ ャクナゲなどの本が低下している場所がある。

ブナ帯は国有林に属し,天城山脈の主に東南部に発達している。ブナが最も多く,イ タヤカエデ, ヒメシ

ヤラ,オオイタヤメイゲツ, ウリハダカエデ,ア カシデ, ミズメ, リヨウブ,サ ラサドウダン, トウゴクミ

ツバツツジ,マ メザクラ,ノ リノキ,アマギツツジ,チ チブドウダン,マ ユミ, タンナサワフタギ,カ マツ

カ,ア セビ,ツ クバネウツギ,ク ロモジなどが多い。 着生植物は場所により多い所もあるが, 一般にあま

り多いとはいえない。シダ植物のミヤマノキシノブ, ヒメノキシノブ,シ ノブ,所によつてオオクボシダ,

スギラン,イ フオモダカを見る。その他はアマギイワギボウシ, ケナシヤシャビシャクな どで ある。林下

にササ類が多い所と無い所とある。900′ ,2以上には アマギザサが主で,八丁池周辺に多い。西天城の尾根で

はコアオスズが多いが,八丁池方面では 900″
'以下にアマギザサの下方に交代する。更に 600,,ι 以下には

スズが生える。ササの無い所は下層の低木や,草本の種類が多く,その中には植物学的に珍らしいものや,

分布上の問題で興味あるものを生ずる。ササの多い所は西天城連山の尾根で,全 くササ原となり,或 はた

だ,イ ヌツゲ,アセビ,外数種の低林が生えている。これは伐採又は野火の跡を放置したためササ類の繁茂

が著しくなつたもので,そ のため,植林ができなくなつてしまっている。多 くの植物はササ類に負けてしま

って生活できなくなる。ササ原を見て美しいという人は自然の本当の姿が判らない人で,私はいつもササ原

やススキ原を見て,その殺風景に幻滅を感ずる。天城山の主峰も開発が進めば,こ んなササ原と化すであろ

う。

暖帯林は通常常緑樹の旺盛な森林である。しかし天城山の暖帯林は九割位は伐採され二次林又は植林地で

ある。自然林は国有林中に数力所保護林として残されている。たとえば浄蓮,桐山, しらぬた池周辺その他

二,三カ所に見られる。天城山の暖帯林はウラジロガシ,ツ クバネガシ,ア カガシ,ス ダシイ,タ ブ,ヤ ブ

ニッケイ,イ ヌガシ,シ キミ,サ カキ, ヒサカキ,ヤブツバキなどが多い。しかし針葉樹のツガ,モ ミ, ヒ

ノキ,カ ヤ,スギの混交地があり,モ ミ,スギは巨木が今も残っているが,こ れらは有用樹のため大方は伐

採されて残 りは少い。暖帯林にはまた落葉樹も混生し,ケヤキ,ヤ マザクラ, フサザクラ,カ エデ,カ マツ

カ,シデ類, 低木にはアマギアマチャ,シキミ,アオキ, ミヤマシキミ,ア マギベニウツギ,コガクウツ

ギ, コアジサイ,コ ミネカエデ,ノ リノキ,ク ロモジ,ア ブラチャンなど多く生ずる。民有地域では自然林

は僅かに谷間や崖地に残るだけで,他は二次林又は植林で,植林樹はスギ, ヒノキが多くクロマツ,ア カマ

ッ,ォォシマザクラなども見る。近年薪炭の用が衰退したので,二次林が俗にいう雑木林として木が大きく

なり茂るようになつた。

伊豆半島のシダ植物と種子植物は品種,間種,帰化植物を全部加えて計算して2,400品 に達する。その内

で天城山全体で (民有林を含む)約 1,600ぐ らいと思う。

4 天城山の植物探求 と学者の感想

伊豆は薬草の産地として知られ,江戸時代にはハナミヨウガをイズシュクシャと称し,イ ズセンリヨウ.

ミシマサイコ等と共に伊豆から採って江戸へ送った。文化 6年 (1809年)幕命により幕医の渋江長伯,天保

9年 (1838年)に佐藤信渕が伊豆に採薬した記録がある。明治初年には フランス人 Savatie(1830～ 1891)

が横浜に在住の佐波一郎氏に採集させた。そのときの命名として,ア マギアマチャその他の発表がある。理

科大学(後の東京大学理学部)の大久保三郎氏 (1857～ 1917)は 明治 16年 (1883年)天城山でミヤマツチト

リモチを発見した。その後日本の学者で天城山で採集した人は明治21年池野誠一郎氏 (1861～ 1939)と 堀正

太郎氏,明治2年,松村任三氏 (1856～ 1928)は前記の大久保氏,および藤井健二郎氏と共に,いずれも天

城山に採集したが,天城街道に沿って,天城峠を越しただけであると思われる。

その後も学者の天城山採集といつても,天城街道か,修善寺,湯ケ島あたりまでが多い。大正 6年久内清
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孝氏は浄蓮滝でハイコモチシダを発見,原虎之助氏は同所でタキミシダを採集,児玉親輔氏は同所でミゾン

ダモ ドキを採集した。武田久吉博士は八幡野でリユウビンタイを見出した。村松七郎氏は昭和元年天城山で

アマギカンアオイを発見,緒方正資氏は天城山?で ヒロハアツイタを採集。その後も多くの採集家や学者に

より,新種や新分布の発見がつづいた。昭和 5年 5月 天皇陛下は天城山に行幸になられた。天城峠のトンネ

ル前で御下車,それより御徒歩で八丁池まで登られた。天候が悪いにもかかわらず,陛下は珍らしい植物の

多い天城山で一つ一つ植物を御覧になりつつ上下された。陛下が各地の山へ行幸なされた内で,最も御興味

深 く喜んで御出になつた所は天城であろう。その為に予定時間がずつと遅くなり,静岡市御用邸へ御着きに

なつたのは日の長い5月 の日も暮れた時であつた。如何に天城山は植物が多く珍品や美しいものなどが豊富

であるかよく判る。このとき筆者も静岡県各地で採集した植物標本を天覧を賜る栄に浴した。その中に天城

山で私が最初に発見したイズカニコウモリがある。行幸地には記念碑を建てる風習がある。しかし私はこの

植物の豊庫天城山の自然をそのまま保存して後世に残すことこそ最良の記念碑と思う。

私が天城山八丁池に登つたのは大正13年である。八丁池の周辺にモリアオガエルの卵塊が多く,池中は何

万のイモリが住んでいた。そのときイズカニコウモリを発見した。タイプとして北村博士が命名した標本は

昭和 5年 9月 猫越峠で私が採集したものである。

昭和 5年 8月 京都大学の田代善太郎氏が天城山に登山採集会を開いた。私もお供し珍らしい天城山の植物

を観察し採集した。田代氏は植物分布に詳しい。天城山の植物で, 日本の南部に多く生えるもので,こ の山

が分布北限のもの多数を見出した。この旅行で得られた論文として現われたのが,植物分類地理という学術

雑誌の13巻の186頁 に論じられている。

植物分類学者として文化勲章を受賞した牧野富太郎博士は昭和 6年 9月 26日 から29日 まで天城山におい

て,静岡県教育会主催の採集会で数十人の会員に指導下さつた。私もそのときお供したが,先生はその植物

の豊富にして且つ珍品稀品が多いのにすつかり喜んで,天城山の山の中で日が暮れるまで研究に余念がなか

つた。そのときに湯ケ島小学校の先生が採集したアマギツツジの標本を見て,即座に新種と断定された。博

士は「 日本各地の山を登られた内で,こ んなに珍しい植物が揃つている山は他に無い」と語られた。

同じ昭和 6年 6月 に東京大学の中井猛之進博士は学生数名と共に (そ の中には前川文夫博士も居る)天城

山に採集に行き,キバナシヨウキラン,ア マギツツジをはじめいろいろ珍しいものを沢山採集した。丁度私

は東大の中井博士の研究室 (当時は小石り|1植物園の中にあつた)に伺い,博士の採集品の一部も拝見した

が,御話によると「珍らしい植物が豊富で, 日本有数の植物の豊庫である」と太鼓判を捺したような事であ

つた。日帰りの旅行で二つ以上も新種が見つかるなどは,他の山には見られない事である。

昭和15年に京都大学の小泉源一博士は単独で天城山に登つて植物を採集され,帰途に私の宅へ寄り,採集

品を見せて下さつた。「天城山は日本でも有数の植物の豊庫であるから,大切に自然を保存したいと思う,

君も天然記念物の方をゃつて居るから丁度よい,一つ骨を折つて下さい」と云われた。

昭和25年天城山を富士箱根日立公園に編入する運動が起り,静岡県当局は天城山の学術調査隊を編成して

実地調査を行つた。私は植物を担当した。その報告は静岡県発行の「伊豆半島」 (1951年)に書いた。翌年

国立公園に伊豆半島の天城山や沿岸などが編入された。そのとき天城山にスカイラインを作る計画が出来た

とレヽう。

東京大学農学部の倉田悟博士は天城山にシダ類や樹木を研究に昭和23年頃から度 来々られて,東京林友,

植物趣味,北陸の植物,そ の他多 くの学術誌にその都度天城山などで発見された新事実を公表された。昭和

35年東京営林局から「伊豆のしだ」という学術報文を出され,天城営林署の益子進氏,湯ケ野小学校の佐竹

健三氏も協力した。昭和32年 日本シダの会は天城山でシダ類研究大会を開き,伊藤洋博士,倉田悟博士をは

じめ会長行方富太郎氏以下多数の会員が集 り,調査の結果,ご く小地域だけでも多数の暖世性のシダを確認

し,前記の専門家も天城山のシダ相の珍種や分布北限種が著しい点に舌を巻いて驚き,以後もシダ研究者の

訪れる者が絶えない。

昭和27年11月 京都大学の北村四郎博士が天城山に御出でになり,大村君と私が御供かたがた道案内申上げ

た。紅葉の最盛りであるが,暖かい伊豆のことで,沢山の収獲があり,博士は大いに喜ばれて,「関西でも
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こんな豊富の植物相はない位に立派」と申された。

昭和34年 5月 に伊豆半島自然観察隊が編成された。天城山の植物や鳥の自然の様子を観察し,併せて保護

の対策に資する目的である。植物班は本田正次博士を班長に九里聰雄氏と勝又徹二氏と私がお供した。博士

は「墨のらくがき」に調査の一端を記されたが,「天城山は植物の豊庫である。美しい花のシャクナゲの自

生地は至急保護せねばならない。スカイライン予定地には学術上貴重の植物がいつぱい生えているためその

建設には問題がある。」と強調された。

昭和35年東京営林局は植物の豊庫である伊豆半島の植物を調査して世に知らせるため,同局の佐藤潤平博

士と小生に実地調査を依頼された。その結果は「伊豆の植物」として昭和37年に出版した。

文化財の県の仕事をしていた私は,天城山のシャクナゲ群落を天然記念物に指定することに私費まで使つ

て走 り回った。林野庁へ御願いした所,幸いに地域を定めて承諾を受けたので,地元の町村から申請書を出

すことになった。ここまで事が進んだことについて,勝又徹二氏の御協力に感謝したい。このようにしてや

つと地元の申請書が県へ発せられたのではあつたが,不思議なことにその書類は どこか途中で消えてしま

い,県教育委員会へは届かなかつた。林野庁や営林署の役人もその後は全部代つてしまつたから,始めから

やり直しである。

かしこくも天皇陛下が行幸御聖覧なされた点を記念すると同時に,また多 くの著名学者が申された御教訓

や天城山についての御感想を生かすため,後世まで永く天城山の自然を固く守 り抜いて行きたい。

5 植 物 地 理 の あ ら ま し

天城山の分布要素を次の7群に分けてみる。

(1)暖地性要素 シダ植物の亜熱帯性のものもここでは含めた。とくにシダ植物が多く,そ の内で北東限

のものが多い。北限という意味をただ緯度だけでなく,分布の進行方向の限界として北東限という言葉を用

いたい。たとへば南日本から進んだものが伊豆と岐阜県にあつた場合,北限は緯度では岐阜県であるが,北

東限として緯度に関係なく進行方向で定めると,伊豆が限界となる如 くである。房総半島又は北関東,又は

官城県南部沿岸と北限は個々の種類によつて違うが,伊豆半島は分布の滝として,伊豆で限界となるものが

相当多い。ウバメガシ,バ リバリノキ,ク ロバイ,ヤナギイチゴ,カ ギカズラ,セ ンリヨウ,フ ウトウカズ

ラ,オオバヤドリギ,ル リミノキ,タ イミンタチバナ,シタキソウ,ジユズネノキ等の樹木はおおむね房総

半島、相模南部などが北限である。シダ類ではナンカクラン, リユウビンタイ,シ ロヤマゼンマイ,オオコ

ケシノブ, リユウキユウコガネ,タ カサゴキジノオ,シマイワヒメフラビ,エダウチホングウシダ,オ トコ

シダ,ヤマグチカナフラビ,ユノミネシダ,シ ンテンウラボシ,イ ワヒトデ,タ カノハウラボシ,コ ウラボ

シ,ナガバコウラボシ,イ ズヤブソテツ, ウスバミヤマノコギリシダ,イ ヨクジャク, コクモウジャク,ニ
セコクモウジャク,ヌ カイタチシダ,ヌ カイタチシダモドキ,ム ラサキベニシダ,ホ ウノカヮシダ, ヒロハ

アツイタ,ハチジョウカグマ,ハ イコモチシダ,ク ルマシダなどは伊豆が北限である。

草本では関東の暖地を北限とするものが多いが,伊豆を北限とするものでは,エ ンシユウハグマ,シ ノノ

メソウ, ミツバテンナンシヨウその他がある。

北限性のもので紀伊半島又は以南からとび越して分布するものが若千ある。シロヤマゼンマイ,ジ ヨウレ

ンシダ,シノノメソウ,ノ グルミ,エンシユウハグマ, コガクウツギ,そ の他がある。とくにモクレイシの

飛越分布は著しい。一名隔離分布ともいう。

(冽 亜寒帯要素 日本北地に多く、中部以南では高地に残る。

オノエラン, ミサヤマチャヒキ, シラネワラビ,オオバシヨリマ,ナ ライ シダ, クサソテツ,フ クロシ

ダ, コタニヮタリ, ミヤマヌカボ, キソチドリ, ヤマオダマキ, オノエヤナギ, エゾエノキ,ク ロクモソ

ウ,ヤマブキシヨウマ,イ ヌエンジユ, ドクウツギ,アサノハカエデ,テ ツカエデ,マルバイチヤクソウ,

ヒメイワカガミ, ミヤマイボタ, トネリコ,オオキヌタソウ,マルバダケブキ, ヒロ′ヽハネガヤ, ヒロハテ

ンナンシヨウ,オクノカンスゲ,ゴングンスゲ,エ ゾ′ヽリイ,エンレイソウ,カ キツバタ,シ ヨウキランな
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どが知られている。

い}ソハヤキ要素 中央構造線以南の地域 (九州,四国,紀伊半島南部等)の要素で, 日本海に面する内

帯には見られないものである。もし瀬戸内沿岸にあつたとしても,ご く稀にしか見ない。コガクウツギ,シ

ノノメソウ,イ ワユキノシタ, ミツバコンロンソウ, ヒメシヤラ, ヒコサンヒメシャラ,ホ ソバスミレサイ

シン,シ ヨクスミレ, ミヤマウコギ,イ ワナンテン, ヒカゲツツジ,タ ニジャコウソウ,ヤマジオウ,オ カ

タツナミソウ,テバコモミジガサ,ナベフリ,タ テヤマギク。

に)本州外帯要素 関東,東海道に多く, ときに紀伊半島に達し,甲信に入つても、あまり北には見な

い。シバヤナギ,タ マネコノメ,キ ヨスミミツバツツジ, トウゴクミツバツツジ,ア シタカジャコウソウ,

シロバナイナモリソウ,テ イシヨウソウ,エンシユウハグマ,キ ヨウマルシャクナゲ,キ ンレイカ, ウラハ

グサ,スルガテンナンシヨウ, フジイバラなど。

(助 本州中央要素 本州中部,関東に広く分布し,と きに近畿の東寄りに,或は東北地方の南寄りまで拡

がるものもある。タマアジサイ,ヤマユリ,ヤ マホタルブクロ, コシノコバイモなど。

10 フオツサマグナ要素 前川博士のいわゆるフォッサマグナ地域,富士山とその周辺,箱根丹沢山集 ,

三浦及房総半島,伊豆半島に分布する。伊豆七島又は北進して八ケ岳、千曲山脈に達するものなど,個々の

種類により多少の分布差が ある。ハコネコメツツジ,オ トメアオイ,ラ ンヨウアオイ,ハ コネシロガネソ

ウ,マ ツノハマンネングサ, ヒトツパシヨウマ,フ ジアカシヨウマ,マ メザクラ,サ ンシヨウイバラ,ハ コ

ネグミ,サクラガンピ,ム ラサキツリガネツツジ,イ ヌヤマハツカ,イガアザミ,キ ントキシロヨメナ, ミ

ヤマウツギ,タ ンザワザサなど。

に)伊豆半島固有要素 伊豆半島のみに生えるもの, ときに箱根山脈の南部に達する。アマギカンアオ

イ,ナガバ ミズヒキ,ア マギニシキウツギ,イズカニコウモリ,ナガバマムシグサ,ァマギイワギボゥシ,

アマギアマチャ,ア マギツツジ,な ど。ここで注意したいことは,伊豆で最初発見されたが,そ の後他の地

域にも分布することが判つたものが若干ある。イズコゴメグサ,アマギザサ,イズヤブソテツなどはその例

で,こ の要素から除かれる。また他種に併合又は異名となつたものも同様で, コアオスズ (タ ンザフザサ),

イズカンアオイ (ラ ンヨウアオイ),ア マギユキモチソウ (ユキモチソウ),イ ズテンナンシヨウ (オオマム

シグサ),オオナガバマユミ (マ ユミ),ア マギイチリンソウ (ニ リンソウ)がある。

また間種のため,植物地理上では扱いかねるものに,イズアカガシ,イ ズイヌワラビ,イ ズホンモンジス

ゲ,カ タイノデモドキ,アマギイノデ,イ ズコモチシダなどがある。

付 :伊豆七島要素 伊豆七島に多いもので伊豆半島の一部にあるが移入したらしいものである。ォォシマ

ザクラ,ハチジヨウグワ、′ヽチジヨウアキノキリンソウ、コハクサンボクをあげる。後の3種は伊豆の沿岸

に生えるので天城山に見ない。

伊豆の採集品をタイプとして記載した原産地のものが沢山ある。必ずしも伊豆固有ではないが,分類学上

重要であるから,その地点は永く大切にして保存すべきである。

天城山の植物中には和名にアマギ何 ,々イ ズ何 ,々また学名に α″αg″″s′s,″ %ι″s″sの名のつくものが

若千ある。必ずしも伊豆に多いとは限らないが,こ の地の植物に接して来た者にはなつかしい存在である。

たとえばアマギツツジ、イズテンナンシヨウ,イ ズカニコウモリ (学名に α″α′ι″SグS),イ ズコゴメグサ

(学名に ″%′″s″s)な どの如きものがある。

6 天城山に生ずる主要植物の解説

(1)針  葉  樹

1 スギ C7‐y″ο″ι″グαノα′ο″グσα D.DON スギ科

スギは日本で最も広く用材として建築,器具,その他頗る用途が広い。天城山には野生木が今も残ってい

る。最大のものはナメ沢にある太郎杉で樹高40π , 日通り周囲9.6π、この外にも国有林内の所々に存在

し,営林署の保護の下にある。天城山の植林は全国でも名高い良材で知られ,江戸時代に植えた御礼杉も残
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つている。

2  ヒノキ   Cみα″αιοノ́ α″S οら′″sα  ENDL.  ヒノキ科

天城山国有林の一部にヒノキの 自生が残っている。河津,仁 科,東伊豆,中伊豆の数ケ所の海抜 400～

840″の所に,スギ,カシ類,モ ミ,ア カマツなどと混生する。国有と民有の山林にも植林が多く,発育は

良好で材質が上等である。

3 モミ  AιルS夕′″α SIEB.et ZUCC. マツ科

天城山の国有林の保護区域にやや多く残存し,海抜400れから800772の 間に他樹と混生する。浄蓮,桐山,

本谷,地蔵堂,寒天,自 田,荻野入その他に多く、大なるものは高さ352, 日通り周囲7.52に達する。

4 カヤ Tο″′″ ″″εttπ SIEBo et Zucc.イ チイ科

カシ林に混生し,古 くから良材を産したが,今は大方伐採されてその残りは僅かである。雌雄別株で,雌

花のみ結実するので, どこでも雌木が残されて,種子を食用や油用とする。大木の材は碁盤に賞用される。

(2)常 緑 広 葉 樹

5 スダジイ Gαs″″

"SJS 

ι″s″どαた SCHOTTKY ブナ科

シイに2種 あるが,スダシイはコジイよりも材質が上質で、果実も大きい。半島にはスダジイが多い。通

常∞0″2以下に生じ,神社の森などに巨大のものが残っている。

6 アカガシ Cyι′ο売′α″″sお αιαtt OERST, ブナ科

カシ類中で最も幹が太くなる。材は最も堅い。海抜 300772～ 800π に多 く生える。葉柄が長くて葉は全辺

で,生長すると全 く毛がなくまた自味がない。アラカシと交配したものをイズアカガシといい,牧野富太郎

博士により伊豆で発見された稀品。ツクバネガシと交配したものがオオツクバネガシで天城山などに点々と

稀生する。その葉の細い一形をヒメアカガシといい,稀に生える。

7 ウバメガシ Ωπι′εαs pみノ′ゴπιοグルS A.GR. ブナ科

普通海岸に生じるものであるが,伊豆の西側外洋面では山地に多 く上って行き,高い所では800″ まで達

する。生長がごく遅く,為に材がごく堅い。太平洋に面する地方に多 く,三浦半島が北限で南は沖縄島に達

し,中国南部沿岸にも生ずる。日本海側には無く,瀬戸内海でも少い。外帯要素。方言バメ,イ マメ。

8 ヤマグルマ TrOσんοル″〃″ο″α
“

ιグοグルs SIEB.et Zucc. ヤマグルマ科,

山中の岩の多い所に生えるので、尾根や谷間に見る。高い所は片瀬峠の近くに巨木を見た。低い所では湯

ケ島あたりにある。樹皮からトリモチを製する。モチノキ科とは縁が遠く,花は全く違う。葉は枝の先に集

りつき車輻状に見える。葉の細長い品種ナガバヤマグルマも混生する。方言モチノキ。

9 ツゲ ー名 アサマツゲ B″π
“
sπゴ

`″

ο″ノZtt Vtr.」″ ο″′
“
 REHD.et WILSON ツゲ科

この木は日本では蛇紋岩の地質の所に多 く生えるものだが,天城山のツゲ峰など尾根通 りの安山岩の所に

生えることは生態的に珍らしい。生育が遅 くて,材質が緻密で美 しい。昔からクシを作つたり,印材に賞用

する。庭木や生垣などにも用いる。天城山のは岩の間に生えるので移植できない。保護したいものである。

10 モクレイシ M′ο″α′

"JSル
ψο″ゲ

“
 HALL.ニ シキギ科

伊豆の沿岸地方に多 く生えるが,中伊豆の地蔵堂あたりにも稀生する。分布上は伊豆七島と九州南部から

以南の列島に多 く,東海道以西,四国,九州の北部に見ない。隔離分布のよい例である。材として役に立た

ないものであるが学術 (分布)上貴重である。

11 バリバリノキ ー名 アオカゴノキ ιあ ια ασα′πノ″αια KURATA クスノキ科

葉はササ形でもつと厚 く光沢がある。浄蓮,萩野入,大沢里,松崎奥などにごく稀に見る。分布は房州が

東限で北限は湯河原あたり,南 日本から沖細例島をへて 台湾,中国南部に達する。別に有用とはいえない

が,分布上で珍しく保護したい。

12 パクチノキ ー名 ビランジュ Pr″″zs Z物″′グα″α MIQUEL バラ科

葉が大きくチヤに似ていて,葉柄に蜜腺が あるのでサクラ属の特徴が判る。樹皮は 剥げてなめらかであ



Sept. 1 1974 Nat.Hist Tokai Dist. No l

る。前種と同様の分布をしているが,も つと海岸よりに生える。葉からバクチ水をとってせきの薬に用い

る。

13 ミヤマトベラ Ezrοん″ιs″ ヵ pο″′
“
 HooK. マメ科

亜低木で,高さ∞οzぐ らい。葉は三出して厚い。夏白い蝶形花をつけ,果実は肉質長楕円形で黒紫色に熟

し,マメ科の他のものと著しく違う。熟しても割れない。栃木茨城県界の仏頂山が北限で,九州までの暖い

地方の山中に生える。根を薬とする。

14 ツバキ Gα″α′グαノ″ο′2グに L.ッ バキ科

伊豆半島には低山に多 く,沿岸の林地には群生地もあつて冬から早春には美しい花がながめられる。天城

山では 800″ιまで上つて生える。とくに河津方面に純林があったが伐採された。この科のヒサカキ,サ カキ

も伊豆に多くツバキと同じ分布を示す。

15 シャクナゲ Rλο″ο′ι″ル‐ο′:iイ
`′

′′″″グσんグ″υα7■  カツ0″
`′

‐″ι″Sι  YAMAZAKI ツツジ科

学者によリキヨウマルシャクナゲー名 アマギシャクナゲという。あるいはアズマシャクナゲであるとい

う。キヨウマルとすれば伊豆半島と遠江北部から長野県下伊那地方に分布する。伊豆では東天城,西天城,

南天城の各 800,″ 以上に多いが、内側ではもつと低下して生えることもある。通常尾根の北側に面して多 く

生えるものである。天城山のものは木の高さが 5,ル にも達し,花は濃いものから淡いものや純自のものが混

生し,ご く稀に花冠が6又は7に切れる株も見た。学術的にも珍らしいものであるが,登山者にも美しく喜

びを与える花木であるから大切に保護すべきものである。近年登山者や業者が盗んで行 くものがあって幼木

を見なくなった。幼木の無くなることは,次の世代の後つぎの無い点で心配である。もし自動車が通じれ

ば,登山者などがつい手を出して花枝を折ったり,植木屋が金もうけの為に盗木される心配も多くなる。移

植しても活着困難である。

16 ササ類 ル Sα ψ″ イネ科

天城山の八丁池付近の高い所にはアマギザサが多い。本種は筆者の標本をタイプとして牧野博士が命名し

たもの。西天城の尾根すじにはコアオスズ (タ ンザワザサと同一という)が群生する。中腹に生えるものは

スズダケである。スズダケは行李などを編むによい原料である。これら3種は日本の外帯に生じ内帯には見

ない。

(3)落 葉 広 葉 樹

17 オノエヤナギ Sα′た sαελαι′″″sゴs FR.SCHM.ヤナギ科

伊豆半島に数種のヤナギ類があるが,多 くは低い所に生える。本種とバッコヤナギの2種は天城山のやや

高くまで生える。もともと本種は亜寒帯のもので,カ ムチャッカ、東部シベリヤ,千島,サガレン, 日本で

は四国と対馬が南限で九州には見えない。本州でもかなり高い山に生える。天城山のような暖かい所に生え

ることは分布上珍らしい。別に役に立つ木でないが植物生態学上で大切。

18 ノグルミ &″ qⅢグ′ο″〃ιs s″οらゴル
“
α REID クルミ科

葉はクルミの様だが果実は全く違ってカバノキのあるものに似ている。天城山の北側にごく稀生する。近

畿地方以南から九州や朝鮮の南部に多い木である。ほとんど北限といつて良い。

19 ブナ ル gぉ σ′ι″αια BLUME ブナ科

天城連山の600,π以上に多く, とくに尾根すじの自然林には純林又はカエデ類と混交林をなしている。こ

れは垂直分布の指標植物であるから大切に残したい。樹皮にはいろいろの着生植物が着き,野鳥が多く棲ん

でいる。昔は役に立たない木として見すてられていたが,今ではある方面の利用が多くなつた。しかし材質

はもろくて腐 りやすく,建築物などには全くだめである。この林相は誠に美しい。

20 ケヤキ Z′′たο∽ s′rratt MAKINO ニレ科

広葉樹中で最も材質が堅く,建築,器械、彫刻など用途が多い。早 く成長した本は心材が狭く,軟弱部が

多くツキといつて価が安い。天城山では谷すじに多かったが大方伐られて,今は少くなっでいるが,方々に

巨木が僅か残っている。
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21 カツラ Cω ί′″ゎり′″′πノ″ο″グσ″π SIEB.et Zucc. カツラ科

谷すじの奥地を好み,大木は残りが少いが本谷すじには巨木が残っている。葉は丸い特別の形を呈する。

この本幹を切ると,横から沢山の芽が出て,ぞ く生する木振りとなる。

22 コガクウツギ 〃夕れ″gια′″ιιου′″Osα KoIDZ. ユキノシタ科

低木である。東海道では伊豆半島のみに生じ, しかも沢山生えている。紀伊半島,山陽地方,四国,九州

本島に生え, 台湾にもある。紀伊半島から飛び越して天城に多いのは隔離分布の例である。これとコアジサ

イとの自然雑種をヒメシバアジサイー名アマギアジサイといい,牧野博士の発見より早 く私は採集した。

23 アマギアマチヤ 助 ′″α″gια sι
“

″ var.α″g″s滋″ SUGIMOTO同 科

天城山の谷すじの木の下に多い。古くアマギといい甘茶を作つて甘味料にしたので,天城山の名ができた

という。伊豆半島から箱根山の一部に特有で,ヤマアジサイよりも葉が細くて,甘味が多い。

24 マメザクラ P2‐α″
“
sグ″ιおα THUNB. バラ科

古くハコネザクラ,方言コメザクラ。サクラの一種で,木も小さく,葉も花も小さい。フオッサマグナ要

素で分布は伊豆半島,房総,箱根,足高,富士山と周辺,丹沢山,秩父山集,八ケ岳,甲州の各山,信州南

東部に分布し,北は日光の一部と筑波山に達する。静岡県では富士川以東に多く,以西に一本も見ない。雑

種ができやす く,ヤマザクラとの雑種のマメヤマザクラも天城山に稀生。エドヒガンと交雑してコヒガンザ

クラができ,富士山麓の古寺に見る木は天城山から移したといわれる。伊豆で別荘地,観光地などを開発す

るときはブル ドーザーにかけないで残して頂きたい木である。

25 エドヒガンザクラ 乃%71%s ψαεたグαtt KITAMURA form.α sε′″グι′2S KITAMURAバ ラ科

谷すじに点在する。このサクラは花が葉よりも先に開き,花弁も細いし,が くも中部がくびれて毛が多

い。これの枝垂れとなつたのがシダレザクラである。この木とオオシマザクラの雑種がソメイヨシノザクラ

P7‐z77%sy′グOι″sグs MATSUMURAで ある。竹中博士の実験で間の子である点が確認され,氏の説では伊豆

半島が自然交配した原産地という。江戸の染井の植木屋がこれを江戸で接木として殖やして世に広めたとい

う。

26 オオシマザクラ P7‐″″″s ′α″
`ι

s′α″α var.ψιι′οSα WILSONノ ラヾ科

ヤマザクラに似ているが,花は大きくて白い。葉も大きくて裏に自味がない。半島のものは伊豆大島から

昔移植したとも,沿岸に野生があつたともいわれる。サ トザクラは多くこの木から改良されたものである。

伊豆にはオオシマザクラの色の濃いものや,八重に移り行 く過程の株がある。

27 フジキ C′α′″S″グsグの
“
ψα MAKINO マメ科

枝葉だけではフジによく似ているが,高木で幹も大きなり,つ るでない。花は白いが 咲くことは珍らし

い。天城山の各谷すじに点在する。方言ユクという。ミヤマフジキをユクノキというのはまちがいであると

いう。ミヤマフジキは天城山に見ない。

20 カエデ類 Aσ′″ ψ″ カエデ科

天城山にはカエデ類が多い。八丁池周辺にはオオイタヤメイゲツが多い。天城主峰から軽石沢の自然林中

はテツカエデ,ホ ソエカエデ,ア サノハカエデ, カジカエデなどが生えている。谷すじにはヤマシバカエデ

の多い所,イ ロハカエデ,オオモミジの多い所,西天城の中腹にコミネカエデの多い所がある。これは秋の

紅葉が燃えるように赤くなる。

29 ヨコグラノキ B″
`ル

′″αι′″ιル″′ゲ∫ο′グα KoIDZ.ク ロウメモドキ科

石灰岩を好み,静岡県では天城山と榛原郡女神山にだけ稀生する。牧野博士が四国横倉山で最初見つけた

ものである。宮城県と新潟県が北限で、隠岐,四回,九州,朝鮮 (忠北口 ,中国 (湖北省)に分布する。天

城山では本谷と自川入だけに見つかつている。石灰岩でない所に生ずる事は面白い。葉が二つ交互に互生す

る特性がある。これをコクサギ型葉序といい, コクサギ,ケ ンポナシ,ニ ツケイ,ヤブニッヶイ,ヤ コウボ

クなどに限り見られる。

30 サクラガンピ D″′ο/72οηttα ″″ι′夕οた NAKAI ジンチヨウゲ科

高さ2～ 3,,3の細い木,樹皮が丈夫で, これをすいて紙を作る。江戸時代に熱海,修善寺で半紙をこの原
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料ですいたものである。伊豆の山地一帯 と箱根山だけの固有品である。

31 ドウダンツツジ E″たJα″′み%s pι′″ルιαs SCHNEID. ツツジ科

主に蛇紋岩の地に多 く生え,庭木や生垣によく植える。天城山は蛇蚊岩でないが, この木が西天城山脈の

尾根に群生する。ヒロハ ドウダンとして区別する人もあるが, 自生品に葉の広狭の変化があつて区別できな

い。静岡県下では他に島田市北部 と引佐郡の蛇紋岩地に群生 している。分布の東限である。

32 アマギツツジ Rたο″ο′ι″″ο″α7πα」απ″′,ι NIAKINO ツツジ科

葉は3枚づつ生 じ,葉柄が短 く黄色毛が生えている。花はずっと遅 く6月 に咲き ヤマツツジと同色であ

る。牧野博士は湯ガ島小学校教員の採集 した標本で命名した。同じ年に中井博士,前川博士の一行も採集 し

た。天城山の尾根に多 く, 日金山や達磨山にもごく稀に見る。移植しても活着困難である。

33 ハコネコメツツジ Rたο′οル″湯‐ο′2 ιs″J″υ みι
''ι

 SUGIMOTO 同科

天城山頂の岩壁の人の行けな1/h岩 の間に生えている。ツツジ属 とは別属とし世界に 1属 1種と見る学者も

あるがコメツツジなどと類縁が近いものである。産地は秩父山集,丹沢山集、箱根山,富士山とその周囲の

山 (足高,毛無,三ツ峠),七島 (神津,三宅,御蔵)と 伊豆半島に分布する。フオッサマグナ要素の代表

である。南アルプスからの報告はチヨウジコメツツジの見まちがいであって南アには見ない。越中二沢岳の

報告もそんなものであろう。花がなくても葉の裏を比べてみると相違がわかる。

34 サラサ ドウダン Tr′ιO″οグο″に4″″z滋′%S F.MAEKAWAツ ツジ科

高さ3～ 5,ル ぐらいの木,富士宮市天子岳の伝説の ヨウラクツツジは これである。天城山尾根す じに多

く,赤味のある本品と自味の (い くらか黄緑味がある)シ ロフウリンツツジとあつて,後者が多い。

35 チチブドウダン Trグιο722οグο″ε″″惚S Var.2ι ι″s HONDA emend SuGIMOTO 同科

前種によく似ているが,花はふちが細歯に切れて赤色である。西南日本に多いベニドウダンとはがくの形

が違 うので変種 とする。関東から本州中部のものはみなこの変種で,ベニドウダンは近畿地方から西南に分

布している。マキシモウィッチ氏の 物ιι″sの名は箱根山が産地であつて,箱根山のはみなチチブ ドウダン

で,本物のベニドウダンは=本も見ない。

36 シシンラン ιys′ο″οιπs夕α
“
ιグタο′″S MAXIM. イヮタバコ科

ごく小形の着生木で常緑である。夏に筒形の花が咲く。天城山にはこの着 く木は 1本だけ知られ,分布の

北限である。紀伊半島,山陰,四国,九州,屋久島,奄美,沖縄に分布し中国にもある。

37 ヒロハコンロンカ ル物SSαι″′αsカグたοた%α″α MAKINOア カネ科

低木でぞ く生する。伊豆では天城山南麓に2ケ所だけ生えている。近年行つて見て無 くなって居るのでビ

ツクリした。分布の北限で,紀伊半島,四国,九州,種子島から琉球列島をへて台湾に達 し中国にも多い。

この本は花の若片の 1つが自くて大きくなつて花弁の如 く見えるのが特長である。

38 アマギウツギ レ な′滋 グιεο′η Var.υ″′ググタ磁  HARA スイカズラ科

ハコネウツギに似て,花はもつと筒部が細い。三形ありて, 1ははじめは自く後に赤味のつ くアマギニシ

キウツギ, 2ははじめから赤いアマギベニウツギ, 3は はじめから白く変色 しない アマギアオウツギであ

る。この仲間はサンシキウツギ,ハ コネウツギ, ミヤマウツギなども3形の花色をもち美しい。

39 ミヤマシグレ 7iι″″″″ε%′ι
`0″

ιZ223 SIEB.et ZuCC. 同科

かなり涼しくやや高い山に生えるもので,通常幹は伏 している。天城山にも稀生するが長九郎山あたりは

雪が少いので,幹は立つている。幹が立つものを変種ヤマシグレといい,四国,九州,屋久島のものと区別

されるが,近畿 と中国山脈ではその連絡するものを生じ,区別する程よく判らない。

に)草

40 ミヤマツチトリモチ 3薇″ψみο″ ″́ ό″J“ MAKINO ツチ トリモチ科

ブナ帯の自然林の落葉木 (ブナ・ カエデ類)の根に寄生する。外見はキノコと見まがう位の奇妙の形で,

赤い頭状花序を地面から少しのぞかせている。明治16年大久保二郎氏が天城で採集 した。氏は6月 16日 に採

り,まだ幼時であつた。花季は8月 下旬である。

本
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41 アマギカンアオイ H″
`′

・οι′ψα A4ι
“

′′′αιS″′ F.MAEKAWA ウマノスズクサ科

カンアオイの 1種,花の形は東京都西部にあるタマノカンアオイによ く似ているが,葉面にしわが多 く,

葉柄が緑色の点が違 う。19々年村松七郎氏が天城山で見出した。天城山一帯に広 く産 し,北は玄岳あたりか

ら南は自ヌタ池付近,西は棚場山に達する。

伊豆半島はカンアオイ類に富み, ランヨウアオイ (イ ズカンアオイ), カンアオイ,オ トメアオイ,シイ

ノミカンアオイ,スエヒロアオイ,ア シタカカンアオイ (ヅ ノウカンアオイ ?)な どがある。

42 ナガバミズヒキ 4″ι′′2ο″0″ ′″げテ′,2ι Var.s″ 2α′ηg′グ
“
″ι HARA タデ科

ミズヒキの変種で葉が細 く,果実も細いもの,伊豆半島固有。一形のマルバ ミズヒキは葉が円形に近 く質

がうすいもので天城山に稀生する。

43 ヤマオダマキ Ag“ブ′′gグα B″ι′
=`7・

ゴα′α MIQUEL キンポウゲ科

オダマキに似て,著は褐赤色で,葉裏 と子房に軟毛がある。亜高山性のもので,伊豆半島にも稀生 し,天
城山脈の一部にある。天城山で発見されてアマギイチゲというものはニリンソウの痩せた一形 といわれる。

44 マツノハマンネングサ Sι ttι′′ιたα力ο″のパι MAKINOベ ンケイソウ科

マンネングサの 1種,深山のブナなどの樹上に着生 し垂れ下がり,淡黄色四弁の花が咲 く。天城山にまれ

に見る。産地は秩父,丹沢山,富士山とその周辺,安倍川上流,箱根,足高山に分布する。フォッサマグナ

要素。

45 フジアカシヨウマ ASι Jルι Th“″ι″
=ゴ

グv ar.ノ万おα′:″″Sお OHwI ュキノシタ科

これもフオッサマグナ要素で,丹沢山,箱根,愛鷹山,三ツ峠山,金時山と天城山に分布する。全草赤味

のある軸と光沢の強い心形の葉などでアカシヨウマと区別できる。

46 イヮュキノシタ η″αたαια′ηググ
“
″s F et S ュキノシタ科

天城山脈の西半に分布し岩壁に生える。伊豆では明治時代に松村博士などにより採集 され,ォオヤマユキ

ノシタという変種とされたこともあるが,そんなに違っていないと思 う。伊豆,相模、甲斐,駿河,遠江 ,

信濃 (南端)に産 し飛び越て四国の南部に生える。雌雄別株で、走枝を多 く出し苗で殖える。花弁がない。

47 フジダイゲキ 7′ιんり,,αル′s IIttια′2αレグ SUGIMOTO トウダイグサ科

富士山麓で発見されて牧野博士の命名 したものである。ノウルシ,タ カ トウダイなどに似ているが,茎が

太 くて葉は多数密生 し,果形などが違っている。私は天城山北麓で採集 した。伊豆駿河の狭域のみに固有 ,

駿河では静岡市の大山,高草山に産する。いづれもススキの生えた草原に生ずる。

48 シ ノ ノ メ ソ ウ  S型 ″ ″ sワιフ
‐
ι″ sプS NIAKINO リ ン ド ウ科

葉と花はアケボノソウに似ているが,花は葉のわきに生じるので全形が全 くちがう。天城山の中腹の数ケ

所に稀生する。分布は伊豆からずつと遠 くはなれた四国と九州に産し,隔離分布の一つで, ソハヤキ要素で

ある。

49 アシタカジャコウソウ C力ι′ο″9psJsンしgグ方α′″″α HIsAUTI et MATSUNO シソ科

ジャコウソウに似て, もっとぞく生し,茎の一部に4葉が接近して輪生状の部分がある。葉と花はもっと

小さい。上野,武蔵,相様, 甲斐,伊豆,駿河,遠江,南信, とんで四国 (阿波,伊予)に見る。とくに足

高山や富士山周辺の山に多い。ジャコウソウと同一とする学者があるが,はつきり区別ができるものであ
る。

50 イズコゴメグサ E″λ″sあ fル″′″α′Var.″χzι″sFS OHWI ゴマノ′ヽグサ科

コゴメグサの仲間はごく小さい一年草で,移植ができない。花と葉の僅かの形のちがいで区別され,狭い

地域毎に違ったものとなっている。本種は武田久吉博士が伊豆の日金山,修善寺などで採集したもの。分布

は伊豆と駿河の西端から遠江をへて,三河の東半に分布し,相模の小涌谷にも知られた,東海地方要素であ

る。富士山とその周辺に見ない事は一寸不思議である。伊豆では山地に広 く分布している。

51 サツマイナモリソウ Q″′ο′2・ /1′ zα ヵクο″′
“

BL.ァ ヵネ科

谷のしめつた所に生える小草。生のときは緑色の葉と白い花が咲くが,乾 くと全体が赤 く変色するので,

標本だけ見ると赤い花と感ちがいし易い。分布は房総,箱根および天城山の一団と少し飛んで近畿の一部 と
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本州西端に及び,四国,九州,屋久島と沖細に分布する。とびとびの分布で面白い。

52 キンレイカ λ″ル″ ″ゴ′οtt var.夕αル2αtt HARA オミナエシ科

天城山の尾根に生える小草で夏黄色い花が咲き,高山植物という感がある。乾 くと悪臭があることはオミ

ナエシと同じで同じ仲間である。産地は関東から甲信地方の南半,東海道,南アルプス,富士山や周辺に多

く,ブナ帯に生える。近畿地方にも多 く生ずる。之をハクサンオミナエシというのは間違いである。自山の

ものは別で東北地方 (鳥海南,朝 日岳)か ら北陸,北関東,信州北半 (南は御岳,小秀山まで),の 亜高山

帯に生え,キ ンレイカよりも垂直的に高い所である。ハクサンオミナエシは後者である。

53 エンシユウハグマ スグ″S′グαια ttssισ″ FRANCH.et SAVAT.キ ク科

天城山のごく一部に僅か生えている。主な産地は駿河 (西 端),遠 江 (南半の山に多い),三 河 (広 く分

布), とんで伊勢菰野に知られる。東海道の要素である。もし天城に無ければ伊勢湾を囲む伊勢湾要素であ

るが, どうして伊豆に飛んだか不思議である。

54 ミヤマギク スSιι′‐υグsι′グ
“
みιs MAKINO キク科

ノコンギクに似ているが,総包がねばる性質がある。天城山,遠笠山の尾根の岩場に少し見る。北関東の

日光、清水峠から秩父山脈,丹沢山,箱根富士山と周辺の山,伊豆,南アルプスに分布する。 トウガサギク

A.Kαιs%′ ,2αιαJはたぶん本種とシロヨメナ系のものとの雑種で,遠笠山頂で勝又徹二氏の発見したもの。

55 イズカニコウモリ C“α′′αα′昭 ″ぉグs KITAM. キク科

高山にあるカニコウモリに似ている。茎には2枚のフキに似た葉がつく。頭状花はカニコウモリと異り直

立している。系統的にはカニコウモリよりもヤマタイミンガサに近縁である。私が天城山の与一坂から上っ

た所で最初とり,次は猫越峠や万三郎岳でとった。東側山麓の八幡野方面では低 くに生えている。伊豆天城

山脈固有である。スカイラインに多いので道ができると減る,心配がある。

56 ミヤマヌカボ 4「昴′′S′′αιεグあ HACK.イ ネ科

南千島から屋久島やでの高山帯と亜高山帯に分布する。天城山最高点の岩地に稀生したのを採った。遺存
していた点は興味がある。

57 ミサヤマチヤヒキ 月2グιο′′‐グοんπ″ιH′グ
`ω

ο′ OHwI ィネ科

カラスムギに近似 した多年草で,それより花がノト形。天城山で羽田易氏が採集した。本種は長野県の千曲

山脈,八島 釜無山脈のブナ帯の林下に生ずる稀品。フオッサマグナに沿って南北に分布するもの。富士周

辺や箱根丹沢山集に見ない点は何かの原因があると思う。

58 ミツバテンナンショウ A′おαι′,η ιιttα′́ α″″グ′″
", MAKINO サトイモ科

葉は3小葉あること,球茎から地下走茎を出すことなどで著しい。私は猫越峠で採集 した。駿河,遠江な

どでも採集され。四国,九州に分布するもので分布の北限である。

59 ナガバマムシグサ Arブ sαι〃,α %″力滋ιニル′グ″′,, NAKAI サ トイモ科

天城山脈のみに達する固有種。葉は2個で小葉は線形で辺縁が波曲し表面は光沢が強い。中肋は自斑があ

るのが多い。天城山はこの属の豊庫で次のものがある。

ホソバテンナンシヨウ, コウライテンナンシヨウ, ツクシマムシグサ, ヒトツバテンナンシヨウ, クロ

ハシテンナンシヨウ, カントウマムシグサ,ユキモチソウ(ア マギユキモチソウ),オ オミネテンナンシヨ

ウ, ヒロハテンナンシヨウ,オオマムシグサ (イ ズテンナンシヨウ), ウラシマンウ 計12品

60 ア マ ギ イ ワ ギ ボ ウ シ  H“
"′

ο″gψ ′S Var.″ ″ノb′″  F.MAEKAWA ユ リ科

天城山の尾根の自然林の大木上につく,イ ヮキボウシの変種で葉は広くて円心形。まれに自花がある。伊
豆固有。

61 カキツバタ ルグsあιυむα″ FISCH. アヤメ

天城山の八丁池に生ずる。本種は中部以北の水辺に生じ,以南の暖地には稀である。近年八丁池が開発さ

れて,宿舎や小舟などのため絶滅の寸前にある。なおノハナシヨウブも同じ所に生えている。

62 ハコネラン 助

"か
′グα″ルZS Sα υα′αι OHwI ラン科

コイチヨウランによく似て いるが,も つと低い所に生える。天城山に稀生する。分布は秩父,丹沢,箱
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根,富士山,愛鷹山などフォッサマグナ地帯が本拠のように見えるが,安倍川上流の安倍峠と大和大台原山

にも見つかつている。本州外帯要素。

63 ハクウンラン lZι″′″みグ″′πハしたαブα″″72o MAEKAWA ラン科

学者により分類上の異説がある。命名者の前川博士に従えば東北地方,越中,相模,駿河 (富士山),伊

勢,山城, とんで九州の豊後, コシキ島および朝鮮に分布する稀品。伊豆では西天城の尾根で採集された。

64 キバナノシヨウキラン Иπ″グαα″αgゲι″s′s NAKAI et MAEKAWA ラン科

無葉の腐生植物,全体が淡黄色で,花はシヨウキランに似て黄色をおびる。1931年天城山で中井,前川両

博士によつて発見されたが,今では,関東から九州 (大隅まで)に 至る外帯に点々と稀生することが判つ

た。

(5)シ

天城山を中′らに伊豆半島のシダ植物は頗る豊富である。多くの植物学者,採集家などによつて,最近まで

に沢山のシダの分布が判つてきた。とくに分布の東北限として多数のものがある。

65 ナンカクラン L″ 9′ 0″J“ 7721L″ ガルο″ググ SPRING ヒカゲノカズラ科

スギランに似ているが,岩壁や大木に着いて垂れ,葉は少し広くて左右に開いている。伊豆では益子進氏

によつて河津の谷の岩上で 1株発見された。これは亜熱帯性のもので, 日本では八丈島,沖縦例島の各島に

分布し,台湾,イ ンドネシナ半島, フィリツピンよリインドに及ぶ。分布の北限で,遺存亜熱帯要素であ

る。残念ながら今は見ない。

66 リュウビンタイ ス″gたψι″グSらなοグググル′Jα  RoS. リユウビンタイ科

地上に生ずる巨大なシダで人頭より大きい塊状の幹と, 2～ 3″ιに達する葉とで壮大である。明治中頃に

武田久吉博士により八幡野で群生が見つけられてから,今は天然記念物に指定された。他に西岸の加茂村に

ある。本州では遠州,伊勢,紀伊に稀生する亜熱帯の要素。四国,九州,琉球列島,台湾に分布する。

67 シロヤマゼンマイ 2′″αSノ%′ ,多 らα″たs″りЪ″ππ PR.ゼ ンマイ科

塊状の大さい幹, 1723余 の常緑の剛い葉などとてもゼンマイとは似つかない。賀茂村に数株残るだけ,紀

伊,土佐,九州,琉球列島,小笠原に産し,台湾から東南アジア地方にかけて多く分布する。

60 ュノミネシダ 月Ъ′グ9′ι′′′S′″ιJsα J.SM. フラビ科

葉は大形で柄を入れると2''2に達する。伊豆西岸の山地数地点に沢山群生する。紀伊の湯の峯で見つかつ

たが今は絶滅に瀕する。琉球列島,小笠原,台湾,東南アジア各地に広く分布し,豪州,ア フリカ, ヒマラ

ヤにも及ぶ亜熱帯要素である。

69 ハイコモチシダ ー名 ジヨウレンシダ Zο″
“
π″αZ″なι″″α″ NAKAI シシガシラ科

大形のシダ,岩壁に生えて長さ2～ 3,″ となり垂れて先に芽を生じ,芽が地について新しい苗ができる。

伊豆浄蓮滝で久内清孝氏が発見した。今は天然記念物として県が指定保存する。伊豆では仁科の谷に沢山生

え,そ の他に河津,湯ケ島にも少し見る。分布は亜熱帯性で, ヒマラヤ,印度シナ半島, フィリツピン,台

湾,チベット,中 国の中部から南部に広く分布, 日本では肥後と薩摩に知られ,隔離分布し北限。

70 ミゾシダモ ドキ τttZα′ι″′Sο滋′
`ι

″sFs CHING オシダ科

ミゾシダに似ているが, ソーラスは小円形で,羽片の基着部に突起物 (気孔の役目をするもの)がある。

はじめ浄蓮滝で児玉親輔氏が見つけ新種として学名に伊豆の意味をとり ′χπ′″sグsの名をつけた。その後分

布がもつと広く,中 国の中部と南部,台湾にも判り,北限は房州で,本県では静岡市や遠江南部にも見つか

つている。本州と九州でも産地は稀である。

71 ツクシイヌワラビ 4′みy′′π″ &滋″ι SERIZAWA オシダ科

アリサンイヌフラビに近いもので,近年までそれと混同視されていた。分布は伊豆数力所 八丈島,本州

西端,四巳 九州,屋久島,台湾に生える。

72 アマギシダ ー名 クルマシダ ASノι″′π″ Wlr′gλιググ EATON トラノオシダ科

暖地性で谷すじの岩壁などに群生する。伊豆では天城山周辺の谷の各所に生える。日本の暖地から,台
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湾,南中国: フィリツピン,イ ンドシナに達する。明治のはじめ植物学者によリクルマシダの名を得たが,

江戸時代の古書にアマギシダの名がつけられて居ることが判った。

73 オオバショリマ Tル′ック″′″グS9π′́ α
`″
ιι″sグs CHING オシダ科

ヤワラシダ,ハ リガネワラビの仲間で あるが,亜寒帯性で,高山帯,亜高山帯に生じ,北はカムチャッ

カ,千島に達し本州でも寒い地方や高山地方に多く,南は僅かに四国石槌山と屋久島の頂上に残っている。

天城山で佐竹健三氏が採集した。

74 シラネワラビ Dηq″′′J∫ α″s″グα
“
 WOYNAR ォシダ科

亜高山性のもので, 日本では中部以北の山地に多く,四国,九州にも高地に僅か分布する。天城山の上部

に稀生する。国外では北アジア (シベリヤ,満 州, カムチャッカ), ヒマラヤ, ヨーロッパ,北米の北部に

分布する。

75 ナチシダ Rι″ゲsW″ノグσみグα″α AG. フラビ科

大形のシダで,高 さ2夕 に達する。伊豆では河津の谷に多く大滝下の群落は天然記念物に指定された。そ

の他伊豆では熱海市や南部や西岸にも分布が判っている。日本の暖地から琉球列島,台湾,南中国,東南ア

ジア, ヒマラヤ,マ レイ群島,サモア島に達する。北限は相模湯河原と房州である。本州では,は じめ紀州

那智山で知られたもので伊豆では発育が良い。観光客や登山者が芽を見て太いフラビだと驚くことがある。

その他天城山には美しいもの,薬や香水原料となるもの,学問上貴いものが沢山あつて書ききれないの

で筆を置く。

7 天城山に産することが疑 しい植物

天城山について,多 くの植物の報告があるが,分布上から見て,不自然のものや,私がまだ一度も天城山

で見ないものなどを拾ってみる。もとより絶対無いとは断言出来ない。

シダ植物 アツイタ,

樹木 アズキナシ,ヤマモミジ,ベニドウダン (チチブドウダンの誤り),カ ンボク,

草木 アカソ,ヌ カボタデ,ノ ダイオウ,ホ ソバ トリカブ ト,オォバショゥマ,アズマシロガネソウ,ヤ
マキケマン, ミツバベンケイソウ,ツルネコノメソウ,ネ コノメソウ,オオヤマカタバミ, コタチッボスミ
レ,ス ミレサイシン,イ ワニンジン,ジユウニヒトエ, ミヤマトウバナ,ク ロバナヒキォコシ,ホ ソバノヤ
マハ′ヽコ,タマブキ,オ タヵラコウ (マルバチョウリヨウソウの誤り?),オ ヤマボクチ, ュモ トマムシグ

サ, コヒゲイ,イ ヌイ, ウチワドコロ, カエデドコロ,ホ ソバキソチドリ。

8保 存 に 対 す る 私 見

伊豆半島とくに天城山の尾根すじと谷すじは珍らしい植物,分布や生態上で貴い存在のもの,美 しい花ゃ

葉をもつもの,特別に役に立つものなど沢山ある。全国の山岳中でも,自馬岳,大雪山,伊吹山,自山,南
アルプス,屋久島などと共に特級の植物産地である。学問のためばかりでなく,いろいろの方面から考えて

も最も貴重の植物の豊庫の一つである。天城山の尾根を貫通するスカイラインの 自動車道路の計画がある

が,之は自然を破壊するのみでなく,観光,産業,生活のすべての点にきっと大小の被害がでて来るであろ

う。一部の人の売名や金もうけの為なら尚更いけない。

スカイラインが出来て自動車が通るようになると,そ の排気ガスのため,ガスに弱い植物は枯死し又は衰

弱する。衰弱すれば病菌や害虫が殖えることは既に多くの例がある。枯死した倒木の跡には害草のササ類や
有毒のアセビ,シキミ,刺 のあるキイチゴ,タ ラノキ,サル トリイバラ,ノ イバラ類が多くなる。ススキも
多 く生えて,一寸の火気でも山火事を起す。もし大雨が降れば土砂が下方の部落や田畑などに泥流となつて

流下して大被害となる。とくに天城山の決谷はヮサビ畑が多く, 日本有数のヮサビの大産地である。スヵィ
ラインの工事の際にも,出来た後でも,雨毎に土砂でヮサビ畑は理れてしまうことは必定である。
たとえスカイラインを完成したとて,富士山を眺めるには少し遠すぎて,箱根スカイラインよりも余程劣

る。また天城山から海をながめても,何も見えないであろう。貴いシャクナゲの小株は全部堀り取られ,枝

Nat.



Nat. Hist. Tokai Dist.  No.l              Sept  l. 1974

まで伐って自動車で持ち去 られるは必定である。少数の見回人だけで取締れない事は他の国立公園でも経験

ずみである。

営林署の業務がどうか知 らないが,現在残つている自然林やそれに近い山林の伐採は止めて頂きたい。ま

た航空機よりの除草斉Jや 病害駆除薬の撤布も止めて頂きたい。八丁池にはボー トを禁じ,下水の流入を禁

じ,小屋も最小限度にして頂きたい。

Summary

The Amagi Mountains are situated in lzu Peninsula(ShiZuoka Prefecture, Japan)and

outstanding in their abundant vegitation.  The history of floral studies and many interesting

plant species of this area are described in this paper.
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